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研究概要  ○目的 

小児の脚長不等における PSPD の有用性を検討すること． 

○対象 

2012 年 1 月～2019 年 2 月までの間に、片側ペルテス病に対する患側

の大腿骨転子部骨切り術後の抜釘時に同側の PSPD 手術を行った患者さ

ん、および同時期に抜釘術のみ施行した患者さんで、術後 1 年以上経過し

ている方 

○方法 

単純 X 線立位下肢全長正面像での下肢長、大腿骨長、下腿骨長の計測値を

カルテから後ろ向きに調査し、術前脚長差と最終観察時の脚長差の経時変

化について検討する． 

○利用する項目 

① 年齢 

② 性別 

③ 診断名 

④ 患肢が左右どちらか 

⑤ 治療内容（術式、手術範囲） 

⑥ 画像診断結果（単純X線） 

⑦ 創部の外観写真 

⑧ 手術所見、手術時間、手術写真、合併症 

⑨ 術後の経過観察期間 

⑩ 手術の満足度 

倫理的配慮・個人情報

の保護の方法につい

て 

本研究のすべての担当者は、「ヘルシンキ宣言」及び「人を対象とする

生命科学・医学系研究に関する倫理指針」を遵守して実施します。 

研究の結果を公表する際は、対象者を特定できる情報を含まないように

します。また、研究の目的以外に、研究で得られた情報を使用しません。 

上記の研究に情報を利用することをご了承いただけない場合は，研究の

問い合わせ先までご連絡ください。この調査へのご自分の診療録の使用

をお断りになっても、不利益を受けることは全くありません。いつでも

お断りいただけますので、担当医あるいは下記にお申し出ください。 



 

 

研究の問い合わせ先 千葉県こども病院 整形外科 柿崎潤 

  〒266-0007 千葉市緑区辺田町 579-1 

  TEL: 043-292-2111 

結果の公表について 個人情報を消去した上で，集計されたデータのみを国内外の学術集会・

学術雑誌などで公表します。  

利益相反について 本研究の計画、実施、発表に関して可能性のある利益相反はありません。 

 


